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細菌を
“つけない”
「清潔」

“ふやさない”
「迅速または冷却」

“やっつける”
「加熱」

細菌性食中毒予防三原則

総 件 数
総患者数

（昨年同期）
総 件 数
総患者数

3 件
4 名

11 件
66 名

東食協ホームページ　 http://www.toshoku.or.jp

■
実
施
結
果
の
概
要

　

こ
の
期
間
、
食
品
関
係
営
業
施
設
に
延

べ
５
万
３
７
３
０ 

件
の
立
入
検
査
を
行
い
、

食
品
の
衛
生
的
な
取
扱
い
な
ど
の
指
導
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
７
０
０
検
体
の
食

品
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
た
結
果
、
大
腸

菌
群
を
検
出
し
た
「
魚
肉
練
り
製
品
」
２
検

体
の
法
違
反
品
を
発
見
し
、
必
要
な
措
置
を

行
い
ま
し
た
。（
表
１
）

■
重
点
監
視
項
目
の
結
果

①
ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
用
食
品
等
の
検
査

　

短
期
間
に
大
量
に
製
造
さ
れ
流
通
す
る
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
、
正
月
用
そ
う
ざ
い
等
の

年
末
年
始
用
食
品
を　

中
心
に
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
腸
菌
群
を
検
出

し
た
「
魚
肉
練
り
製
品
」
２
検
体
の
法
違
反

品
を
発
見
し
、
製
造
者
に
改
善
指
導
を
行
い

ま
し
た
。

②
老
人
ホ
ー
ム
等
の
集
団
給
食
施
設
に
対
す
る

監
視
指
導
（
O
１
５
７
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
）

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
１
５
７
及
び
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
を
防
止
す
る
た

め
、
高
齢
者
施
設
等
の
給
食
施
設
に
延
べ

1
0
4
6
件
の
立
入
検
査
を
行
い
、
衛
生

管
理
の
状
況
等
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
適
切
な
手
洗
い
の
徹
底
、
記
録
の
実
施

等
に
つ
い
て
44
件
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

③ 

H
A
C
C
P
の
取
組
支
援

　

食
品
衛
生
法
改
正
に
よ
り
制
度
化
さ
れ

た
、
H
A
C
C
P
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の

導
入
に
向
け
て
、
講
習
会
を
84
回
開
催
し
、

2
4
6
7
名
の
事
業
者
に
対
し
て
制
度
化

の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
食
品
等
事

業
者
に
延
べ
1
万
6
0
9
2
件
の
立
入
検

査
を
実
施
し
、
制
度
化
の
周
知
を
行
う
と
と

も
に
、
衛
生
管
理
計
画
の
作
成
、
記
録
の
実

施
等
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

④
食
品
の
表
示
に
関
す
る
監
視
指
導

　

期
限
表
示
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
表
示
等
を
中
心

に
、
12
万
9
0
4
7
品
目
の
食
品
に
対
し

食
品
表
示
法
に
基
づ
く
表
示
監
視
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
1
7
5
品
目
の
食
品

に
対
し
表
示
改
善
を
指
導
し
ま
し
た
。

⑤
そ
の
他

▼
近
年
、
食
中
毒
が
相
次
い
で
い
る
鶏
肉
等

の
生
又
は
加
熱
不
十
分
な
調
理
で
の
提
供
に

つ
い
て
、
飲
食
店
等
に
延
べ
6
0
9
1
件

の
監
視
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

鶏
肉
等
を
生
又
は
加
熱
不
十
分
な
調
理
で
提

供
し
て
い
た
施
設
等
に
対
し
て
、
十
分
な
加

熱
を
行
う
よ
う
84
件
の
指
導
を
実
施
し
ま
し

た
。

▼
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
宅
配
等
を
実
施
す
る
飲

食
店
に
延
べ
1
1
6
1
件
の
立
入
検
査
を

実
施
し
、
食
品
の
衛
生
的
な
取
扱
い
に
つ
い

て
監
視
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

商
品
の
適
切
な
温
度
管
理
等
に
つ
い
て
32
件

の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
冬
の
食
品
衛
生
一
斉
監
視

「
許
可
や
届
出
」の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す

　

ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
、
贈
答
用
の
様
々
な
食
品
が
大
量
に
流
通
し
、
ま
た

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
多
発
す
る
歳
末
期
に
お
い
て
、
食
中
毒
の
発
生
を
未
然

に
防
止
し
、
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
都
及
び
特
別
区
・
八
王
子
市
・

町
田
市
は
、
12
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
、
食
品
関
係
事
業
者
等
に
対
す
る
歳
末
の

食
品
衛
生
一
斉
監
視
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
12
月
15
日
ま
で
の
実
施

結
果
に
つ
い
て
、
速
報
値
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

改
正
食
品
衛
生
法
に
よ
り
、
新
た
に
届
出

業
種
が
創
設
さ
れ
、
ま
た
、
営
業
許
可
業
種

が
再
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

◉
概
要

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
30
年
の
食
品
衛
生

法
の
改
正
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
「
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
」

を
行
う
営
業
者
の
対
象
を
明
確
に
す
る
た

め
、
あ
わ
せ
て
「
営
業
届
出
制
度
」
を
創
設

し
ま
し
た
。ま
た
、長
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
「
営
業
許
可
業
種
の
見
直
し
」
を
行
い
、

政
令
に
定
め
て
い
る
法
許
可
業
種
を
こ
れ
ま

で
の
34
業
種
か
ら
32
業
種
に
再
編
成
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
種
に
お
け
る
取
扱
い
の
範
囲
に

つ
い
て
も
整
理
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
法
に
基
づ
く
「
営
業
業
種
」
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
で
、
都
が
独
自
に
定
め
て
い

た
食
品
製
造
業
等
取
締
条
例
に
基
づ
く
許
可

業
種
や
届
出
業
種
は
法
の
業
種
に
包
括
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
条
例
そ
の
も

の
を
法
施
行
日
の
令
和
３
年
６
月
１
日
に
あ

わ
せ
て
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら
の
許
可
業
種
や

届
出
業
種
、
許
可
も
届
出
も
不
要
な
営
業
に

つ
い
て
は
図
に
示
し
ま
し
た
。

◉
令
和
３
年
６
月
１
日
以
降
も
継
続
す
る
営

業
は
、
引
き
続
き
同
じ
営
業
形
態
で
の
取
扱

い
が
可
能
で
す
。

　

本
年
６
月
１
日
以
降
は
、
再
編
後
の
業
種

と
な
り
ま
す
が
、
切
り
替
え
に
あ
た
っ
て
は

猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
営
業
を
継
続
で
き
な
く
な
る
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
は
、
次
の
と
お
り
、
現
在
の
営
業

内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
法
許
可
を
取
得
し
て
い
る
場
合
】

　

現
在
、
法
許
可
を
取
得
し
て
お
り
、
取
扱

食
品
や
営
業
形
態
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、

予
定
さ
れ
て
い
る
次
回
の
更
新
申
請
の
手
続

き
の
際
に
新
た
な
法
に
基
づ
く
営
業
許
可
に

切
り
替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

再
編
後
の
業
種
は
業
種
名
が
同
じ
で
あ
っ
て

も
、
取
扱
い
内
容
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い

る
業
種
も
あ
り
ま
す
。
拡
大
さ
れ
た
内
容
で

営
業
す
る
場
合
は
、
再
編
後
の
業
種
で
改
め

て
新
規
に
営
業
許
可
を
取
得
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
食
品
製
造
業
取
締
条
例
に
基
づ
く
営
業
許

可
を
取
得
し
て
い
る
場
合
】

　

当
該
条
例
は
廃
止
と
な
り
ま
す
が
、
営
業

は
継
続
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
国
が
示
す
猶

予
期
間
内
に
新
た
な
法
許
可
業
種
の
取
得

か
、
届
出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

新
た
な
法
許
可
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る

営
業
の
猶
予
期
間
は
、
令
和
３
年
６
月
１
日

の
法
施
行
日
か
ら
３
年
間
（
令
和
６
年
５
月

31
日
ま
で
）、
届
出
営
業
の
猶
予
期
間
は
、

法
施
行
日
か
ら
６
か
月
（
令
和
３
年
11
月
30

日
ま
で
）
と
な
り
ま
す
。
猶
予
期
間
中
は
切

り
替
え
手
続
き
を
し
な
く
と
も
営
業
で
き
ま

す
が
、
猶
予
期
間
内
の
手
続
き
は
必
須
で
す

の
で
、速
や
か
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
取
扱
い
が
、
再
編
後
に
ど
の
業
種

に
な
る
か
は
保
健
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

【
食
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
が
許
可
や
届
出

を
し
て
い
な
い
場
合
】

　

現
在
、
法
や
条
例
の
許
可
や
届
出
が
不
要

で
あ
っ
て
も
、
今
後
は
届
出
営
業
の
対
象
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
令

和
３
年
11
月
30
日
ま
で
に
営
業
場
所
を
所
管

す
る
保
健
所
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
保

健
所
等
か
ら
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
等
を
確
認

い
た
だ
き
、対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
、

も
し
く
は
対
象
に
な
る
か
が
分
か
ら
な
い
場

合
も
保
健
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
改
正
法
の
施
行
後
は
、
許
可
業
種

だ
け
で
な
く
、
届
出
業
種
に
で
あ
っ
て
も
食

品
衛
生
責
任
者
の
選
任
が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
内
容
を
含
め
た
食
品
衛
生
の
改
正

に
関
す
る
詳
細
は
、
東
京
都
の
食
品
関
係
情

報
サ
イ
ト
「
食
品
衛
生
の
窓
」
の
「
食
品
衛

生
法
の
改
正
に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://www.fukushihoken.m
etro.

tokyo.lg.jp/shokuhin/kaisei_index.
html

５
万
３
７
３
０
軒
に
立
ち
入
り
、２
７
０
０
食
品
を
検
査

許
可
業
種
の
再
編
・
届
出
業
種
の
創
設

12月１日〜 15 日 
中間報告

6月1日から

表１　立入監視指導結果（総括表）
立入検査実施状況 収去検査実施状況

立
入
延
件
数

行
政
措
置
実
施
件
数

（内訳）
法
違
反
検
体
数

行政指導
不
利
益
処
分

総
検
査
検
体
数

口
頭
注
意

指
導
文
書
交
付

（
衛
生
指
導
注
意
票
含
む
）

改
善
報
告
書
徴
収
等

合　計 53,730 1,012 987 6 19 0 2,700 2 
製造・処理施設 4,555 72 68 0 4 0 1,039 2 

販売施設 36,312 460 455 1 4 0 1,009 0 
調理施設 12,564 480 464 5 11 0 476 0 
その他 299 0 0 0 0 0 176 0 

①
食
品
衛
生
法
の
要
許
可
業
種

1 飲食店営業 11 菓子製造業 22 豆腐製造業
2 調理の機能を有する自動販売機により食品

を調理し、調理された食品を販売する営業
12 アイスクリーム類製造業 23 納豆製造業
13 乳製品製造業 24 麺類製造業

3 食肉販売業（未包装品の取扱い） 14 清涼飲料水製造業 25 そうざい製造業
4 魚介類販売業（未包装品の取扱い） 15 食肉製品製造業 26 複合型そうざい製造業
5 魚介類競り売り営業 16 水産製品製造業 27 冷凍食品製造業
6 集乳業 17 氷雪製造業 28 複合型冷凍食品製造業
7 乳処理業 18 液卵製造業 29 漬物製造業
8 特別牛乳搾取処理業 19 食用油脂製造業 30 密封包装食品製造業
9 食肉処理業 20 みそ又はしょうゆ製造業 31 食品の小分け業

10 食品の放射線照射業 21 酒類製造業 32 添加物製造業

③
届
出
が
不
要
な
業
種

１ 食品又は添加物の輸入業

２ 食品又は添加物の貯蔵又は運搬のみをする営業（ただし、冷凍又は冷蔵倉庫業は届出が必要な業種）
３ �常温で長期間保存しても腐敗、変敗その他品質の劣化による食品衛生上の危害の発生の恐れがない

包装食品又は添加物の販売業（カップ麺や包装されたスナック菓子等）
４ 合成樹脂製以外の器具・容器包装の製造業

５ 器具・容器包装の輸入又は販売業
　 �このほか、学校・病院等の営業以外の給食施設のうち 1 回の提供食数が 20 食程度未満の施設や、農家・ 漁家

が行う採取の一部と見なせる行為（出荷前の調製等）についても、営業届出は不要

②
食
品
衛
生
法
の
要
届
出
業
種

製造・加工業の例 調理業の例 販売業の例
・農産保存食料品製造業
・菓子種製造業
・粉末食品製造業
・いわゆる健康食品の製造業
・精米・精麦業
・合成樹脂製の器具 / 容器包装
  製造業

・�集団給食（委託の場合、
飲食店営業の許可になる
場合有り）

・�調理機能を有する自動販
売機（高度な機能を有し、
屋内に設置されたもの）

・水の量り売りを行う自販
  売機

・乳類販売業
・食肉販売業（包装品のみ）
・魚介類販売業（包装品のみ）
・野菜果物販売業
・弁当販売業
・行商

①食品衛生法の要許可業種 と ③届出が不要な業種 以外の営業が届出の対象（以下は例示）

営業許可・届出制度の概要

飲食店営業、菓子製造業、そうざい製造
業、清涼飲料水製造業、ソース類製造業、
乳類販売業、食肉販売業など　34 業種

飲食店営業、菓子製造業、そうざい製造業、
清涼飲料水製造業、冷凍食品製造業、漬物製
造業、食肉販売業（未包装品）など　32業種

食品・添加物の輸入をする営業、運搬業、容
器包装に入った長期間常温で保存可能な食
品の販売など

（例）
野菜果物販売業、菓子種製造業、
食肉販売業（包装品のみの取扱い）、
食品販売業（弁当等）、
集団給食（委託を除く）など

弁当等人力販売業、食料品等販売業、つ
け物製造業、製菓材料等製造業、粉末食
品製造業、そう菜半製品等製造業、調味
料等製造業、魚介類加工業、液卵製造業

給食供給者、卵選別包装業者、行商

上記のいずれにも当たらない業種
（例）野菜果物販売業、運搬業、
　　　瓶詰・缶詰食品の販売業など

東京都独自の要許可業種

東京都独自の要届出業種

現在の許可・届出制度 令和３年６月１日以降新
た
な
制
度
に
よ
る
業
種
へ
移
行

②食品衛生法の要届出業種
①食品衛生法の要許可業種 と 
③届出が不要な業種 以外の営業が届出の対象

① 食 品 衛 生 法 の 要 許 可 業 種

③届出が不要な業種許可・届出が不要な業種

食 品 衛 生 法 の 要 許 可 業 種
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発
生
し
ま
し
た
。

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る
食
中
毒
は
３
件
と
も

集
団
給
食
で
発
生
し
ま
し
た
。
ヒ
ス
タ
ミ
ン

食
中
毒
の
原
因
食
品
は
赤
身
魚
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
令
和
２
年
は
ブ
リ
の
照
り
焼
き
、

シ
イ
ラ
の
ご
ま
だ
れ
焼
、
き
つ
ね
う
ど
ん
が

原
因
食
品
で
し
た
。
流
通
全
体
を
通
し
て
赤

身
魚
の
温
度
管
理
に
不
備
が
あ
る
と
、
ヒ
ス

タ
ミ
ン
生
成
菌
の
増
殖
に
伴
い
、
魚
の
成
分

で
あ
る
ヒ
ス
チ
ジ
ン
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
生

成
し
、
食
中
毒
が
発
生
し
ま
す
。
ヒ
ス
タ
ミ

ン
は
加
熱
し
て
も
分
解
し
な
い
た
め
、
生
成

さ
せ
な
い
た
め
の
温
度
管
理
が
食
中
毒
予
防

に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
食
中
毒

は
、
飲
食
店
で
消
毒
中
の
ボ
ト
ル
に
入
っ
て

い
た
水
を
誤
っ
て
提
供
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
過
去
に
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
消
毒
中
で
あ
る
こ
と
が
全

員
に
わ
か
る
よ
う
に
表
示
を
す
る
な
ど
が
対

策
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
自
然
毒

　

植
物
性
自
然
毒
と
し
て
、
家
庭
で
ス
イ
セ

ン
を
誤
食
し
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生

し
ま
し
た
。
庭
に
自
生
し
て
い
た
ス
イ
セ
ン

を
ニ
ラ
と
誤
認
し
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。

近
年
、
ス
イ
セ
ン
に
よ
る
食
中
毒
は
、
全
国

的
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
形
態
や
臭
い
を

よ
く
確
認
し
、
植
え
た
覚
え
が
な
い
植
物
は

採
取
し
な
い
、
よ
く
似
た
植
物
が
混
在
し
な

い
よ
う
離
れ
た
場
所
に
植
え
る
な
ど
の
対
策

が
必
要
で
す
。

　

動
物
性
自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
と
し
て

は
、
自
分
で
釣
っ
た
フ
グ
を
素
人
調
理
し
た

こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
ま
し
た
。
フ

グ
に
よ
る
食
中
毒
は
命
に
か
か
わ
り
ま
す
の

で
、
素
人
調
理
は
厳
禁
で
す
。

　

食
中
毒
を
防
止
す
る
た
め
に

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
中
毒

予
防
三
原
則
①
つ
け
な
い
②
増
や
さ
な
い
③

や
っ
つ
け
る
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
基

本
で
す
。

　

食
品
等
事
業
者
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た

食
品
衛
生
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
食
中
毒
予
防
三
原
則
を
実
行
で
き
る
よ

う
に
衛
生
管
理
計
画
を
作
成
し
、
毎
日
実
行

し
て
い
く
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
食
中
毒
が

減
少
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
業

界
団
体
が
作
成
し
た
手
引
書
を
参
考
に
す
る

な
ど
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

月
（
19
件
）、７
月
（
10
件
）、10
月
（
14
件
）、

11
月
（
14
件
）
の
４
か
月
で
し
た
。
最
少
は

４
月
（
３
件
）、次
に
少
な
い
の
が
５
月
（
５

件
）
で
、
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間
と
一
致
し

ま
し
た
。
発
生
件
数
が
多
か
っ
た
２
月
は
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
多
く
発
生

し
、
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

患
者
数
は
、
８
月
の
２
５
５
８
名
が
最
多

で
、
次
い
で
２
月
の
２
５
１
名
で
し
た
。
ど

ち
ら
の
月
も
大
規
模
な
食
中
毒
が
発
生
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
８
月
は
患
者
数

２
５
４
８
名
の
毒
素
原
性
大
腸
菌
に
よ
る
食

中
毒
１
件
が
、
２
月
は
患
者
数
１
８
４
名
の

ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
に
よ
る
食
中
毒
１
件
が
発
生

し
ま
し
た
。
全
体
的
に
は
、
発
生
件
数
と
同

様
に
過
去
10
年
間
の
平
均
患
者
数
を
下
回
っ

た
月
が
多
く
、上
回
っ
た
の
は
２
月（
２
５
１

名
）、８
月
（
２
５
５
８
名
）、10
月
（
１
４
３

名
）、11
月
（
１
３
０
名
）
の
４
か
月
で
し
た
。

最
少
は
４
月
（
５
名
）、
次
に
少
な
い
の
は

６
月
（
９
名
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
植
物
性
自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
の

発
生
が
多
い
４
月
に
は
、
家
庭
で
ス
イ
セ
ン

を
誤
食
し
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生

　

概
況

　

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
の
東
京
都
に

お
け
る
食
中
毒
事
件
（
速
報
値
）
は
、
発
生

件
数
１
１
４
件
、
患
者
数
３
３
６
０
名
で
し

た
。
発
生
状
況
の
主
な
特
徴
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

①
発
生
件
数
は
過
去
10
年
間
の
平
均
値
よ

り
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
患
者
数
は
非
常
に

多
く
、
３
千
名
を
超
え
た
の
は
平
成
元
年
以

来
と
な
り
ま
し
た
。

　

②
病
因
物
質
別
で
は
、
ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ

る
食
中
毒
発
生
件
数
が
最
多
で
し
た
。
ア
ニ

サ
キ
ス
は
４
年
連
続
で
発
生
件
数
１
位
で
す
。

　

③
原
因
施
設
別
で
は
、
一
般
飲
食
店
で
の

発
生
件
数
が
最
多
で
し
た
。
ま
た
、
集
団
給

食
で
の
発
生
件
数
が
10
件
で
、
昨
年
の
１
件

か
ら
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

月
別
食
中
毒
発
生
状
況（
図
１
、図
２
）

　

月
別
食
中
毒
発
生
状
況
を
図
１
及
び
図
２

に
示
し
ま
し
た
。

　

発
生
件
数
は
、
２
月
の
19
件
が
最
多
で
し

た
。
全
体
的
に
は
過
去
10
年
間
の
平
均
件
数

を
下
回
っ
た
月
が
多
く
、
上
回
っ
た
の
は
２

令
和
２
年 

東
京
都
の
食
中
毒
発
生
状
況
〈
速
報
〉

ア
ニ
サ
キ
ス
が
４
年
連
続
ト
ッ
プ

ア
ニ
サ
キ
ス
が
４
年
連
続
ト
ッ
プ

し
、
11
月
に
は
素
人
調
理
に
よ
る
フ
グ
の
食

中
毒
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

原
因
施
設
別
発
生
状
況
（
表
１
）

　

原
因
施
設
別
発
生
状
況
を
表
１
に
示
し
ま

し
た
。

　

発
生
件
数
は
、
飲
食
店
（
一
般
）
が
57
件

（
50
％
）
で
一
番
多
く
、次
い
で
飲
食
店
（
す

し
）
が
16
件
（
14
％
）、
集
団
給
食
が
合
計

10
件
（
９
％
）
で
し
た
。

　

患
者
数
で
は
飲
食
店
（
仕
出
し
）
が

２
７
４
６
名
（
82
％
）、
集
団
給
食
が
合

計
２
７
１
名
（
８
％
）、
飲
食
店
（
一
般
）

２
６
７
名
（
８
％
）
の
順
で
し
た
。

　

病
因
物
質
別
発
生
状
況（
表
２
、図
３
）

　

病
因
物
質
別
発
生
状
況
を
表
２
に
示
し
ま

し
た
。

　

発
生
件
数
は
、
多
い
順
に
ア
ニ
サ
キ
ス
56

件
（
49
％
）、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
が
21
件

（
18
％
）、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
14
件
（
12
％
）
と

全
体
の
約
８
割
を
占
め
て
お
り
、
患
者
数
で

は
毒
素
原
性
大
腸
菌
２
５
４
８
名
（
76
％
）、

ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
３
３
６
名
（
10
％
）、
カ
ン

ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
が
１
７
７
名
（
５
％
）
の
順

で
全
体
の
約
９
割
で
し
た
。

　

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
か
ら
令
和
２

年
（
２
０
２
０
年
）
の
病
因
物
質
別
発
生
件

数
推
移
を
図
３
に
示
し
ま
し
た
。
ア
ニ
サ
キ

ス
は
発
生
件
数
が
多
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
が
こ
の

期
間
内
で
最
少
の
発
生
件
数
で
し
た
。

◎
細
菌
性
食
中
毒

　

毒
素
原
性
大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
１
件

発
生
し
、
患
者
数
２
５
４
８
名
で
し
た
。
仕

出
し
弁
当
に
よ
る
食
中
毒
で
提
供
食
数
が
多

か
っ
た
た
め
、
大
規
模
な
食
中
毒
と
な
り
ま

し
た
。
都
内
で
１
０
０
０
名
を
超
え
る
食
中

毒
は
、
平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
の
刻
み

の
り
に
よ
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
以
来
で

し
た
。
毒
素
原
性
大
腸
菌
に
よ
る
食
中
毒

は
、
人
の
ふ
ん
便
由
来
で
汚
染
さ
れ
た
食
品

等
が
原
因
で
発
生
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
原
因
食
品
の
汚
染
経
路
の
追
究
は
困

難
で
す
。
過
去
の
事
例
で
は
、
加
熱
工
程
が

な
い
野
菜
加
工
品
（
漬
物
、
和
え
物
等
）
で

の
食
中
毒
の
発
生
が
あ
り
ま
し
た
が
、
汚
染

経
路
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

食
品
は
中
心
温
度
75
度
で
１
分
以
上
加
熱
す

る
、
青
果
物
は
十
分
に
洗
浄
し
必
要
に
応
じ

て
消
毒
す
る
、
下
痢
等
の
症
状
が
あ
る
調
理

従
事
者
は
食
品
に
直
接
触
れ
る
作
業
に
従
事

し
な
い
、
消
毒
さ
れ
て
い
な
い
水
を
飲
用
し

な
い
な
ど
が
食
中
毒
予
防
法
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
に
よ
る
食
中
毒
の
発

生
件
数
は
減
少
し
ま
し
た
。
大
半
が
飲
食
店

（
一
般
）で
発
生
し
ま
し
た
が
、
集
団
給
食
で

の
食
中
毒
が
１
件
あ
り
患
者
数
は
多
く
な
り

ま
し
た
。
鶏
刺
し
、
鶏
わ
さ
、
焼
き
鳥
等
加

熱
不
十
分
な
鶏
肉
料
理
や
二
次
汚
染
が
発
生

要
因
で
し
た
。

　

ウ
エ
ル
シ
ュ
菌
に
よ
る
食
中
毒
が
４
件
発

生
し
ま
し
た
。
給
食
、
弁
当
等
が
原
因
で

提
供
食
数
が
多
く
、
患
者
数
が
合
計
し
て

３
３
６
名
と
多
く
な
り
ま
し
た
。
前
日
に
大

量
に
調
理
し
、
調
理
後
の
冷
却
が
速
や
か
に

行
わ
れ
な
か
っ
た
な
ど
の
理
由
で
、
菌
が
増

殖
し
や
す
い
品
温
が
長
く
続
い
た
こ
と
が
発

生
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

◎
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
発
生
件

数
は
２
０
１
０
年
以
降
の
期
間
中
最
少
（
図

３
）
で
、
14
件
で
し
た
。
１
月
か
ら
３
月
に

13
件
、
12
月
に
１
件
の
発
生
で
、
４
月
以
降

発
生
が
少
な
い
状
況
で
し
た
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
食
中
毒
の
大
半
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
保

有
し
て
い
た
調
理
従
事
者
由
来
で
の
食
品
汚

染
が
原
因
で
す
が
、
感
染
症
発
生
動
向
調
査

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
都
内
で
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
等
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
発
生
が
少
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調

理
従
事
者
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ

と
も
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
体
調
不
良
が
あ
っ
た
調

理
従
事
者
が
原
因
と
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
従
事
者
の
健
康
状
態
を
毎
日
確

認
し
、
お
う
吐
、
下
痢
症
状
の
あ
っ
た
従
事

者
は
食
品
に
直
接
触
れ
る
作
業
に
従
事
し
な

い
こ
と
が
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◎
寄
生
虫

　

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
56
件
、

シ
ュ
ー
ド
テ
ラ
ノ
ー
バ
が
２
件
、
ユ
ニ
カ
プ

シ
ュ
ー
ラ
・
セ
リ
オ
ラ
エ
が
１
件
発
生
し
ま

し
た
。

　

ア
ニ
サ
キ
ス
及
び
シ
ュ
ー
ド
テ
ラ
ノ
ー
バ

に
よ
る
食
中
毒
（
ア
ニ
サ
キ
ス
症
）
は
年
間

を
通
じ
て
発
生
し
て
お
り
、
刺
身
や
寿
司
に

使
わ
れ
た
種
々
の
魚
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
サ
バ
、
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
ヒ
ラ
メ
、
イ

カ
な
ど
が
喫
食
さ
れ
た
魚
種
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
内
臓
を
早
め
に
除
去
す
る
、
加

工
の
際
に
目
視
で
確
認
を
す
る
、
中
心
部
ま

で
マ
イ
ナ
ス
20
度
で
24
時
間
以
上
の
冷
凍
又

は
60
度
で
１
分
以
上
の
加
熱
を
す
る
こ
と
が

ア
ニ
サ
キ
ス
に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
法
と
な

り
ま
す
。

　

ユ
ニ
カ
プ
シ
ュ
ー
ラ
・
セ
リ
オ
ラ
エ
は
病

原
性
を
研
究
中
の
寄
生
虫
で
す
が
、
下
痢
症

に
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
過
去
に

発
生
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
に
発
生
し
た

１
件
は
、
複
数
の
患
者
の
ふ
ん
便
か
ら
こ
の

寄
生
虫
を
検
出
し
た
た
め
、
食
中
毒
と
決
定

し
ま
し
た
。

◎
化
学
物
質

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る
食
中
毒
が
３
件
、
次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
る
も
の
が
１
件

図 1　�月別発生件数（2020年、2010〜 2019年
の 10年間平均）（東京都）

図 2　��月別患者数（2020年、2010〜 2019年
の 10年間平均）（東京都）
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　図 3　病因物質別発生件数推移
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表１　原因施設別発生状況（2020 年、東京都）
件数 患者数

飲食店

一般 57 267
すし 16 24

仕出し 3 2,746
弁当 2 2

集団給食
要許可 6 140
届出 3 124

届出対象外 1 7
魚介類販売業 8 8

飲食店（一般）、そうざい製造業 1 10
飲食店（弁当）、魚介類販売業 1 1

つけ物製造業 1 10
家庭 4 6
不明 11 15
合計 114 3,360

表 2　病因物質別発生状況（2020 年、東京都）
件数 患者数

細菌

カンピロバクター 21 177
黄色ブドウ球菌 4 29
ウエルシュ菌 4 336
セレウス菌 1 4

腸管出血性大腸菌 1 10
毒素原性大腸菌 1 2,548

カンピロバクター及びサルモネラ 2 6
ウイルス ノロウイルス 14 131

寄生虫
アニサキス 56 59

シュードテラノーバ 2 2
ユニカプシューラ・セリオラエ 1 4

化学物質
ヒスタミン 3 47

次亜塩素酸ナトリウム 1 1

自然毒
植物性自然毒 1 3
動物性自然毒 1 1

不明 1 2
合計 114 3,360


